
マ
レ
ー
シ
ア
編

訪
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行
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数
は
A
S
E
A
N
加
盟
国
第
3
位
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ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
V
J
）
事
業
に
お
け
る
重
点
2
0
市
場
の
一つ
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

2
0
1
5
年
に
お
け
る
訪
日
旅
行
者
数
が
前
年
比
2
2
％
増
の
3
0
5
0
0
0
人
を
記
録
し
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
加
盟
国
と
し
て
は
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ
規

模
の
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
国
内
最
大
規
模
の
旅
行
見
本
市

〝
M
A
T
T
A 

F
A
I
R
〞

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
み
の
国
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、実
際
に
は
、民
族
構
成
が
複
雑
な
多
民
族
国

家
で
す
。主
な
民
族
は
、マ
レ
ー
系
が
約
67
％
、中
国
系
が

約
25
％
、イ
ン
ド
系
が
約
7
％
で
、旅
行
業
協
会
も
、マ

レ
ー
シ
ア
旅
行
業
協
会（
M
A
T
T
A
）の
ほ
か
に
、

M
alaysian Bum

iputera A
ssociation of T

our 
and 

T
ravel 

A
gents’ 

M
alaysian 

Chinese 
T
ourism

 A
ssociation 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
M
A
T
T
A
が
主
催
す
る〝
M
A
T
T
A 

F
A
I
R
〞 

は
、マ
レ
ー
シ
ア
各
地
で
年
間
に
1
0
回
以
上
開
催
さ
れ

て
お
り
、3
月
と
9
月
に
開
催
さ
れ
る
も
の
が
最
大
規

模
の
も
の
で
す
。出
展
ブ
ー
ス
数
は
1
0
0
0
以
上
、来

場
者
数
は
1
0
万
人
以
上
に
達
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ビ
ザ
自
由
化
で
訪
日
旅
行
者
が
順
調
に
増
加

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
は
3
0
2
6
万
人
、国

民
一
人
当
た
り
の
G
D
P
は
1
万
8
0
4
米

ド
ル（
何
れ
も
2
0
1
4
年
）で
、マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
の
出
国
者
数
は
、陸
路
で
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
の
訪
問
者
数
も
含
め
て
4
5
2
2
万

人（
2
0
1
1
年
）に
達
し
て
お
り
、出
国

率
は
単
純
計
算
で
1
5
0
％
近
い
高
水
準

と
な
り
ま
す
。各
国
の
受
入
統
計
に
よ
る

と
、2
0
1
4
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
へ
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
旅
行
者
は
、タ
イ
が

2
6
4
万
4
0
0
0
人
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

1
4
1
万
8
0
0
0
人
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

1
2
3
万
3
0
0
0
人（
空
路
と
海
路
で
の

入
国
）、中
国
が
1
1
3
万
人
を
数
え
て
い
ま

す
。日

本
で
は
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
、90
日

ま
で
の
短
期
滞
在
で
観
光
・
親
族
訪
問
・
短

期
商
用
な
ど
を
目
的
と
す
る
訪
日
マ
レ
ー

シ
ア
人
に
つ
い
て
は
、国
際
民
間
航
空
機
関

（
I
C
A
O
）基
準
に
準
拠
し
た
I
C
一
般

旅
券
を
所
持
し
て
い
る
場
合
、査
証
取
得
勧

奨
を
終
了
し
、い
わ
ゆ
る
ビ
ザ
の
自
由
化
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、訪
日
マ
レ
ー
シ
ア
人

旅
行
者
数
は
、2
0
1
3
年
が
前
年
比
36
％

増
の
17
万
6
5
2
1
人
、2
0
1
4
年
が
同

41
％
増
の
24
万
9
5
2
1
人
、2
0
1
5
年

が
同
22
％
増
の
30
万
5
4
4
7
人
と
順
調
に

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
需
要
創
出
も

日
本
を
訪
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
旅
行
者
の
場

合
、そ
の
特
徴
が
地
域
別
に
異
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

地
域
で
は
、既
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に
よ
る
F
I
T

化
が
進
ん
で
お
り
、旅
行
商
品
の
購
入
先
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン・ト
ラ
ベル
エ
ー
ジェン
ト（
O
T
A
）

経
由
で
の
購
入
傾
向
が
顕
著
と
な
って
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

一
方
、中
華
系
旅
行
会
社
の
比
率
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
ペ
ナ
ン
や
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に

次
ぐ
第
2
の
都
市
で
あ
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
、コ

タ
キ
ナ
バ
ル
な
ど
の
都
市
を
中
心
と
し
た
地
域

で
は
、日
本
に
つい
て
の
情
報
が
ま
だ
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、旅
行
会
社
を
通
じ
た
団
体
旅

行
に
よ
る
旅
行
商
品
の
購
入
比
率
が
高
く
、ラ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
力
量
に
よ
っ
て
需
要
を

創
出
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
を
結
ぶ
航
空
路
線
で

は
、マ
レ
ー
シ
ア
航
空
や
本
邦
キ
ャ
リ
ア
に
加
え

て
、3
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本
へ
の
乗
り
入
れ
を

開
始
し
た
エ
ア
ア
ジ
ア
X
が
増
便
を
進
め
る
な

ど
、L
C
C
を
利
用
し
て
日
本
を
訪
れ
る
旅

行
者
も
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

訪
日
旅
行
で
は
年
２
回
の
ピ
ー
ク
シ

ー
ズ
ン

過
去
3
年
間
に
お
け
る
訪
日
マ
レ
ー

シ
ア
人
旅
行
者
の
月
別
推
移
を
み
る

と
、大
き
な
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
2
回

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

一つ
は
春
先
の
桜
シ
ー
ズ
ン
で
、訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、他

の
主
要
市
場
で
も
見
ら
れ
る
傾
向
で

す
。も
う
一つ
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
年
末
の
12

月
で
す
が
、こ
れ
は
、マ
レ
ー
シ
ア
で
は
多
く
の
州

で
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け
て
学
年
末
休
暇

と
な
る
た
め
で
、マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
旅
行
需
要

が
大
き
く
伸
び
る
時
期
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、反
対
に
、イ
ス
ラ
ム
教
の
断
食
明
け
の

休
暇
に
当
た
る
7
〜
8
月
は
最
も
需
要
が
少

な
い
時
期
と
な
る
の
も
、マ
レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は

の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

J
A
T
A
と
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

は
、マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者

を
1
0
0
万
人
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

2
0
1
2
年
4
月
に「
マ
レ
ー
シ
ア
1
0
0
万

人
プ
ロ
ジェク
ト
」の
覚
書
を
締
結
し
て
以
来
、

共
同
で
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。2
0
1
5
年
10
月
か
ら
の
第
2
弾
で
は
、

活
動
の
継
続
に
よ
る
目
標
達
成
の
可
能
性
拡

大
、教
育
旅
行
や
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
な
ど
マ
レ
ー
シ

ア
の
有
望
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
通
じ
た
ア
ジ

ア
全
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
加
速
、ア
ジ
ア
大
交

流
時
代
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

な
ど
に
取
り
組
み
、一
定
の
成
果
を
収
め
て
い

ま
す
。
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